
実施事業ごとの実績及び点検・評価一覧

基本目標１　妊娠・出産期からの切れ目のない支援の充実

　【施策の方向１】　妊娠・出産に関する支援の充実　　　【施策の方向２】　子どもや母親のための保健事業の充実　　　【施策の方向３】　子どもの健康の確保・増進

　【施策の方向４】　医療体制の確保・充実　　　【施策の方向5】　子育ての経済的負担の軽減

　☆：子ども子育て支援法により、量の見込み、確保の内容及びその実施時期を定める必用がある事業
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1 母子健康手帳

　妊娠中から母子に関する保健指導、健康診査や
予防接種の記録ができるよう、母子健康手帳を配
布します。配布の際には、手帳の活用や今後利用
できる母子保健サービスについて周知します。
　また、若年・高齢妊婦など個々のケースに応じて
保健師が面接や訪問をし、適切な支援をしていき
ます。

子育て相談課
*母子健康手帳発行数：299件
*支援プラン件数：291件(妊婦面接者337件、転入
含）

○

母子健康手帳交付時に、妊娠期から母子の健康管理が
適切に実施され、支援が必要な妊婦に対し情報提供や
継続的な支援が行えるよう面接を実施している。引き続
き、ニーズにあわせた支援が実施できるよう、面接を継続
していく。

継続

2 父親ハンドブック

　母体の心身の変化や子どもの成長と、その時々
の父親としての役割や、子育てに必要な知識を幅
広く掲載している父親ハンドブックを母子健康手帳
とともに配布し、妊娠を機に父親が子育てに参画
するきっかけとなるよう啓発に努めます。

子育て相談課

*母子健康手帳配布時に、父親ハンドブックを配布
*父親ハンドブック配布数299件
*ハロー赤ちゃんクラス（両親学級）年16回　延べ113
人

○
引き続き、父親としての役割や自覚をもち、育児参加でき
るように啓発していく。

継続

3 ☆ 妊婦健康診査
　妊娠中の胎児が順調に育つため、また、妊婦の
疾病や異常を早期発見し、早期治療につなげるた
め、妊婦健康診査を実施します。

子育て相談課

*妊婦健康診査受診者数　延べ3,679件
(妊婦健康診査受診者3,441件+里帰り出産時妊婦健
康診査238件）
*妊娠届出者数　　299件

○

妊娠中の健康管理を行うため、妊婦面接時に受診票の
配布、説明を行っている。引き続き、妊婦面接の際に受
診勧奨を行い、健診結果を把握することで継続的な支援
に繋げていく。

見直し

4 妊婦歯科健康診査

　妊娠中は身体的変化や生活環境の変化等によ
り、歯科疾患が増加する傾向にあります。また、産
後は育児等で受診が困難なため疾患が放置され
やすい傾向にあることから、妊娠中に歯科疾患の
予防や治療の動機付けを行い、歯科保健意識の
向上を図ります。

子育て相談課 *妊婦歯科健康診査受診者数　62人 ○

妊婦の歯科疾患の早期発見・早期治療を図ると共に妊婦
自身の歯科保健意識の向上を図るために、母子健康手
帳配布時に歯科健診の受診勧奨を行い、母親学級の歯
科講座において周知している。引き続き、周知徹底してい
く。

継続

5 母親学級・両親学級

　妊娠、出産、育児に主体的に臨むことができるよ
う正しい知識の習得機会を提供し、妊娠中の不安
の解消を図るとともに、孤立しがちな母親同士が
地域で情報交換や相談し合える仲間づくりの場と
しても活用できるよう支援していきます。
　また、男性に育児についての学習や体験の機会
を提供することにより、夫婦が協力して育児ができ
るよう男性の参加を促進します。

子育て相談課
*プレママサロン（母親学級）年6回　延べ65人
*ハロー赤ちゃんクラス（両親学級）年16回　延べ113
人

○

妊婦体操や沐浴・調乳などの実習を通して、出産や育児
に関する知識の提供を行っている。引き続き、感染予防
対策として先輩ママとのオンライン交流会を実施し、仲間
づくりの場を継続していく。

継続

6 妊産婦訪問指導

　保健師や助産師が家庭を訪問し、妊産婦の健康
状態、生活環境、疾病予防など妊娠中や産後に必
要な事項、及びマタニティブルーや産後うつなど精
神面の不安定さについて、適切な指導を行いま
す。
また、疾病や異常の早期発見・早期治療について
助言し、不安を除き、安心して出産・育児に臨むこ
とができるよう支援します。

子育て相談課
*乳児家庭全戸訪問事業・新生児訪問指導と同時に
妊産婦訪問を実施
*妊産婦訪問指導数　　278件

○

訪問を実施し、新生児及び妊産婦の状況を確認し適切な
支援に繋いでいる。引き続き、訪問時に実施するEPDS
（エジンバラ産後うつ病質問票）を活用することで産婦及
び新生児を、適切なサービスや支援に繋ぐ。

継続

7 ☆
乳児家庭全戸訪問事業・新生児訪
問指導

　生後４か月までの乳児がいる家庭を訪問し、乳
児及び保護者の心身の状況並びに養育環境の把
握を行うとともに、子育て支援に関する必要な情報
提供を行います。
また、支援を必要とする家庭を早期に把握し、必
要に応じて未熟児訪問指導、産後ケア事業、養育
支援訪問事業等の適切な支援につなげます。

子育て相談課
*乳児家庭全戸訪問事業・新生児訪問指導件数
278件

○

乳児家庭全戸訪問を実施し、新生児及び妊産婦の状況
を確認し適切な支援に繋いでいる。引き続き、訪問時に
実施するEPDS（エジンバラ産後うつ病質問票）を活用す
ることで産婦及び新生児を、適切なサービスや支援に繋
いでいく。

見直し

8 未熟児訪問指導

　未熟児に対し養育上必要があると認めた場合
は、保健師が家庭を訪問し、未熟児の状況や家庭
環境に応じた適切な養育指導を行い、未熟児の発
育・発達を促します。

子育て相談課 *未熟児訪問指導件数　4件 ○

発育・発達における未熟児特有の課題や親の育児負担
を把握し、関係機関と連携を図りながら継続的に支援を
行っている。引き続き、医療機関との情報交換を密に行
いながら、退院後の乳児との生活が円滑に進められるよ
うに発育・発達や育児面における支援を行っていく。

継続

１．妊娠・
出産に関
する支援
の充実
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9 産後ケア事業

　産後に家族などからの十分な援助が受けられ
ず、心身のケアや育児のサポート等を必要とする
母子に対して、安心して子育てができるよう経験豊
富な助産師や助産所等で支援します。
　助産師が居宅を訪問する「アウトリーチ型」、助
産院等に通所する「デイサービス型」、利用者が宿
泊してサポートを受ける「宿泊型」があり、実情に
あわせて実施していきます。

子育て相談課

*アウトリーチ型：利用家庭数：39件 延利用日数：100
日
*デイサービス型：利用家庭数：31件 延利用日数：47
日
*宿泊型：利用家庭数9件　延利用日数：28日

○

産後、支援を必要とする産婦及び乳児に対して、アウト
リーチ型、デイサービス型、宿泊型等個々に合わせた
サービスの提供を行っている。令和三年度より、アウト
リーチ型のみ1年に延長するサービスの充実を図った。引
き続き、安心して子育てができるように産後ケア事業の周
知徹底をしていく。

継続

10 ☆ 養育支援訪問事業

　家族等から日中の家事や育児の支援が得られ
ず、また、育児ストレスや心身の疾病、養育力の
不足などにより不適切な養育状態にあるため、養
育支援が必要と認められる家庭に支援を行う事業
です。児童虐待の予防の観点からも専門的知識
や経験を有する者が相談や指導を行うとともに、
養育支援ヘルパーを派遣し、家事援助等の養育
支援を行います。

子育て相談課
*専門的相談支援：87家庭（187ケース）　319回
*育児・家事援助（ヘルパー派遣）：7家庭　49回（49
時間）

○

専門的知識や経験を有する職員が行う相談・指導と、ヘ
ルパー派遣により、児童虐待の未然防止、育児不安の軽
減が図れた。
乳児家庭全戸訪問事業や母子保健型の利用者支援事
業などとの連携を密に行い、支援を要する家庭の適切な
利用に繋げていく。

見直し

1 産婦健康診査

　妊娠高血圧症候群等の後遺症を早期に発見し、
適切な治療につなげることを目的として、３～４か
月児健康診査時に血圧測定や尿検査を実施しま
す。
　また、心身の不調について相談に応じ、必要が
ある場合には、専門医療機関での受診を勧奨しま
す。

子育て相談課
*3～4か月児健診時助産師による産婦健診・相談実
施者数：53人

○

産婦健診未受診者や再検査が必要な産婦を対象とし、
血圧測定や尿検査等を実施し、異常があった方は医療
機関への受診勧奨を行った。引き続き、対象者に産婦健
診を行い、不安の軽減に努める。

継続

2 乳幼児健康診査

　乳幼児の発育・発達の確認と疾病や異常の早期
発見・早期治療を行うため３～４か月、６～７か月、
９～10か月、１歳６か月、３歳児の健康診査を実施
します。また、乳幼児健康診査の場を活用し、個別
相談及び健康教育を行うとともに、児童虐待の発
生予防の観点から、育児不安を抱える保護者や
発達の遅れが心配される子どもに対し、継続した
支援を行っていきます。

子育て相談課

*3～4か月児健診　年12回　290人
*6～7か月児健診　281人
*9～10か月児健診　280人
*1歳6か月健診　年12回　340人
*3歳児健診　年12回　366人

○

乳幼児期の健診を定期的に実施し、発育・発達の確認や
異常の早期発見・早期対応を図った。乳児期からの関わ
りとして、3～4か月児健診に臨床心理士を配置し、発達
の遅れが心配される乳児と保護者の相談に応じ、家庭で
の関わり方について助言を行った。特に支援の必要な家
庭に対しては、妊娠期の関わりのほか、各節目の健診に
おいて、地区担当が面接を行い切れ目ない支援の充実
を図っていく。

継続

3 予防接種

　感染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予
防するため、ＢＣＧ、麻しん・風疹混合など各種予
防接種を勧奨するとともに、接種する時期や接種
間隔などの予防接種に関する正しい知識の普及・
啓発に努めます。

子育て相談課

*接種対象年齢時期に保護者に対する予診票の送
付、接種率向上のため、接種再勧奨のはがきを送付
*広報はむら、市公式サイト等で予防接種について
周知
*接種延べ数
四種混合1,200人、 二種混合332人、 日本脳炎780
人、BCG292人、麻しん・風しん混合671人、 ヒブ
1,179人、子宮頸がん106人、 小児用肺炎球菌1,179
人、 水痘599人、B型肝炎856人、 ロタ578人

○
予防接種の正しい知識の普及啓発、接種率の向上のた
め、引き続き周知を徹底していく。

継続

4 乳幼児経過観察健康診査

　乳幼児健康診査や相談などから精密健康診査
を要する程ではないが、健康上の課題があり、経
過観察が必要と判断された乳幼児について、小児
科医による診察や、保健師、管理栄養士による個
別相談を行うことにより、発達発育面の支援を行
います。

子育て相談課 *乳幼児経過観察健康診査　年12回　155人 ○

発育の遅れや疾病の疑いのある乳幼児を対象に小児科
医による健診を月に1回実施している。保健指導の実施
や精密健康診査受診票を発行するなど早期発見・対応に
努めている。引き続き、各健診の事後フォローや健診未
受診者の対応の場として実施していく。

継続

5 乳幼児発達健康診査

　乳幼児健康診査や相談などから、発達面での経
過観察が必要と判断された乳幼児について、小児
科医による診察や保健師等による個別相談を行
い、保護者へ対応方法の助言を行い、不安の軽
減を図ります。また、必要に応じて専門医療機関
等の紹介を行います。

子育て相談課 *乳幼児発達健康診査　年12回　52人 ○

発達障害が疑われる乳幼児に対して、小児神経専門医
による健診を月に1回実施し保護者の不安軽減に努め、
必要に応じて専門医療機関等に繋げている。
特に年長児に関しては、適切な就学先を選ぶことができ
るように、関係機関と連携しながら支援を行っていく。

継続

6 精密健康診査

　妊婦健康診査や乳幼児健康診査等の結果、診
断の確定のため精密な検査が必要と判断された
方に対し、疾病や異常の早期発見・早期治療を図
るため、専門的な診断のできる医療機関等におい
て検査を受けることができるよう受診票を交付しま
す。

子育て相談課 *精密健康診査受診票発行者数：19人 ○

乳幼児健診等において医師が認めた場合、精密健診受
診票を発行することで専門医療機関に繋ぐことができた。
発行時の面接の際に保護者の不安を受け止めながら受
診勧奨を行う。精密健診受診票発行後の未受診者には、
更に受診勧奨を実施していく。

継続

１．妊娠・
出産に関
する支援
の充実

２．子ども
や母親の
ための保
健事業の
充実
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7 幼児期における歯科健康診査等

　生涯を通じて健康な歯を保つために、その基礎
となる幼児期からのむし歯を予防し、歯科保健に
関する生活習慣の定着を図るため、１歳６か月、２
歳、３歳児の歯科健康診査を行うとともに、保健指
導や個別相談を行います。
　また、令和３年度から事業の見直しを図り、3歳
児及び4歳児を対象に市内協力医療機関で個別
フッ素塗布事業として実施。

子育て相談課
*1歳6か月児歯科健診　年12回　340人
*2歳児歯科健診　年12回　192人
*3歳児歯科健診　年12回　366人

○

乳幼児の口腔、衛生状態の確認を行い、う蝕予防と健全
な発育を促すように指導を行っていく。
令和3年度から事業の見直しを図り、3歳児及び4歳児を
対象に市内協力医療機関で個別フッ素塗布事業として実
施している。引き続き、継続的に実施していく。

継続

8
１歳６か月児及び３歳児経過観察
健康診査（心理相談）

　１歳６か月児及び３歳児健康診査や相談などか
ら心理面で経過観察が必要と判断された幼児につ
いて、定期的に心理相談員が面接し、健康面や情
緒面に関する相談を実施します。

子育て相談課
*1歳6か月児経過観察健康診査（心理相談）　71人
*3歳児観察健康診査（心理相談）　　93人

○

幼児の発達面・心理面に関する相談や保護者の育児不
安を軽減できるように、個々に合わせた支援を行ってい
る。また、幼稚園・保育園等の巡回相談事業と連携し、支
援の必要な児の対応強化に繋げている。引き続き、相談
体制の充実を図る。

継続

9 育児相談

　身長・体重測定による乳幼児の発育・発達の確
認及び希望者に対する保育、栄養、授乳、歯科の
相談を行うことで、子育てに関する疑問や不安を
軽減し、安心して子育てができるよう支援します。
相談内容によっては他の相談につなげたり、医療
機関や関係機関の紹介を行います。
　また、多くの親子が参加していることから、保護
者同士の交流の場や仲間づくりの場としても活用
できるよう支援していきます。

子育て相談課 *育児相談来所者　年12回　　343人 ○

子育てや子どもの成長発達についての疑問や心配ごと
が解消できるよう、保護者の不安軽減に努めた。今後は
感染防止に配慮しながら、保護者同士の交流の機会づく
りを、実施できるよう検討していく。

継続

1 ひよこサロン（離乳食スタート教室）

　離乳食をそろそろ始める４～５か月児の保護者
を対象に、離乳食を始めるタイミングや作り方など
を学習するための講習や、調理実習を行うととも
に、保護者同士の交流の場や仲間づくりの場とし
ても活用できるよう支援していきます。

子育て相談課 *ひよこサロン　年12回　131人 ○

コロナ禍のため、定員や時間を見直し、他の参加者との
距離を保つなど感染予防に留意しながら実施した。引き
続き、感染予防に留意しながら事業内容の検討を図って
いく。

継続

2
もぐもぐ教室（生後７か月以降の離
乳食教室）

　赤ちゃんに合った食べ物の固さや大きさ、種類の
増やし方、簡単なメニューなど、生後７か月以降の
離乳食の進め方について講習を行うとともに、保
護者同士の交流の場や仲間づくりの場としても活
用できるよう支援していきます。

子育て相談課 *もぐもぐ教室　年5回　53人 ○

コロナ禍のため、定員や時間を見直し、他の参加者との
距離を保つなど感染予防に留意しながら実施した。引き
続き、感染予防に留意しながら事業内容の検討を図って
いく。

継続

3 乳幼児期における食育の推進

　各種乳幼児健康診査や育児相談等において、管
理栄養士による相談及び健康教育を実施し、望ま
しい食生活に関する情報提供に努めます。
保育園等では、食事・行事・日常の保育を通して、
健康な心身と望ましい食習慣の確立に努めます。

子育て相談課 子育て支援課

*乳幼児健診や歯科健診において栄養士による個別
相談、集団指導を実施
*乳幼児健診　栄養相談利用者　344人
*育児相談　栄養相談利用者93人
*随時栄養相談　95人
*健診後等フォロー相談　212人
*児童館における食育講座　3回　39人
*子育て世代包括支援センター「羽っぴーだよりあの
ね」に食育関係のコラムを掲載

○

幼児期から食や健康に関心を持ち主体的に健康づくりに
取り組めるよう、乳幼児健診の際の管理栄養士による栄
養指導や健康教育を実施した。引き続き、望ましい食生
活に関する情報提供に努めていく。

継続

企画政策課

健康課

子育て相談課

5 学校給食等を生かした食育の推進

　小中学校では、学校給食を通して、給食センター
の栄養教諭や食育リーダーを活用し食育の指導
を行うことで、心身の健全育成に努めます。
また、地場産の農産物を使用するなど、地産地消
に努めるよう給食組合に働きかけていきます。

学校教育課

*小中学校で栄養教諭等による食育指導を実施
*学校給食における地場産物の優先使用について、
羽村・瑞穂地区学校給食組合に対して働きかけの実
施

○

学校給食をはじめ学校教育を通じた「食」に関する知識
と、バランスの良い「食」を選択する力を身に付け、健全な
食生活を実践できる力を育むよう、継続した食育指導に
取り組んでいく。

継続

6 稲作体験

　小学校では、「羽村学（郷土学習）」の指導内容と
して、また、青少年対策地区委員会では、青少年
健全育成の事業の一環として、子どもたちを対象
に稲作体験を行い、自らが耕作、収穫したお米を
食べることで、食への理解を深めます。

学校教育課
産業振興課
子育て支援課

*稲作体験（田植え）は、小学校５年生の児童を中心
に、羽村学（郷土学習）の指導内容として計画
（新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止）

○
稲作体験事業については、小中一貫教育を中心とした学
校教育における市独自の特色ある教育内容「羽村学（郷
土学習）」の1つとして、継続して取り組んでいく。

継続

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、動画を
活用し、CATVとインターネットによる普及啓発活動として
行った。シリーズ化することによる話題性の向上が期待さ
れるため、今後も継続して動画公開を行う。
また、コロナ禍の収束を見越して、今後の講座開催の方
法や内容について検討していく。

継続

２．子ども
や母親の
ための保
健事業の
充実

３．子ども
の健康の
確保・増進

*みんなで楽しむ子育て講座の実施
*広報広聴課と連携して、5本の収録を行い、うち1本
を配信
（夫には言えない夫の褒め方【デッドリフト編】）
・ユーチューブ再生回数　308回（R4.3.31現在）

○みんなで楽しむ子育て講座4

　男性の家事・育児参画を推進することを目的に、
親子の遊びや調理実習、健康や男女共同参画の
ミニ講座を行います。親子の触れ合いの場を提供
するとともに、家族の健康づくりに役立つ知識と実
践方法の普及啓発を図ります。
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1 福生病院組合の運営支援
　地域の中核病院として健全に運営していけるよ
う、構成市として支援を行うとともに、救急医療の
充実について働きかけを行います。

健康課
*福生病院の運営支援
・負担金及び助成金　　363,757,000円

○
地域の中核病院として、市民の健康づくりに寄与できるよ
う福生病院の運営支援を行っていく。

継続

2 平日夜間急患センター診療事業
　平日（月曜日～土曜日）夜間の子どもを含めた
急病患者に対応するため、平日夜間急患センター
において診療を行います。

健康課
*平日夜間急患センター患者数　294日　延べ 73人
うち、小児（0～14歳）の患者数　延べ 24人

○

平日夜間における急病患者に対応し、地域住民の応急
診療に寄与した。
ウィルス性胃腸炎やインフルエンザ等の感染症の流行時
期は、特に小児の患者数が増えるため、検査や治療に必
要な薬剤等を配備し、万全の診療体制を整えていく。

継続

3 休日診療事業
　休日の日中の子どもを含めた急病患者に対応す
るため、市内の医療機関において診療を行いま
す。

健康課
*休日診療患者数　72日間　延べ 663人
うち、小児（0～14歳）の患者数　延べ 223人

○
市内の協力医療機関が輪番制で休日診療を実施し、患
者数の約3割は小児の患者となっている。引き続き、休日
の急病患者への対応のため実施していく。

継続

4 休日歯科診療事業
　休日の日中の子どもを含めた歯科応急患者に対
応するため、市内の歯科医療機関において診療を
行います。

健康課
*休日歯科診療患者数　72日間　延べ 194人
 うち、小児（0～14歳）の患者数　延べ 27人

○
市内の協力歯科医療機関が輪番制で休日診療を実施
し、1割程度が小児の患者となっている。引き続き、休日
の歯科の急病患者への対応のため実施していく。

継続

5 休日準夜診療事業
　休日夜間の子どもを含めた急病患者に対応する
ため、福生市・瑞穂町と輪番制で診療を行います。

健康課
*休日準夜診療患者数　18日間　延べ 14人
うち、小児（0～14歳）の患者数　延べ 1人

○

平日夜間急患センターにおいて、市医師会が輪番制で休
日準夜診療を実施している。
市内外における休日夜間の診療の果たす役割は大きく、
引き続き実施していく。

継続

1 特定不妊治療費の助成

　特定不妊治療を受けた夫婦で、東京都特定不妊
治療に係る医療費の助成の決定を受けている方
に対し、経済的負担の軽減、少子化対策及び次世
代育成の推進を図るため、特定不妊治療に係る
治療費の一部を助成します。

子育て相談課 *特定不妊治療費助成申請者数　17人 ○

不妊治療を受けた方に治療費の一部を助成し、治療の
契機とするとともに、経済的な負担の軽減を図っている。
引き続き、制度の周知に努め、経済的負担の軽減を保険
適用に伴う制度の在り方を検討していく。

継続

2 入院助産
　出産にあたって、保健上必要であるにもかかわら
ず、経済的な理由で病院または助産所に入院でき
ない妊産婦を対象に、その費用を助成します。

子育て相談課 *入院助産助成件数　2件　1,027,500円 ○
経済的困窮度や個々のニーズの聞き取りを強化し、制度
の適切な活用を図る。

継続

3 出産育児一時金

　国民健康保険に加入している方の出産に要した
費用の一部を、出産育児一時金として支給しま
す。
　また、一時的な経済的負担を軽減するため、医
療機関等に直接出産育児一時金を支払う直接支
払制度を推進します。

市民課 *出産育児一時金支給件数　26人　10,817,300円 ○ 今後も継続して実施していく。 継続

4 新生児聴覚検査の公費負担

　すべての新生児が聴覚検査を受けられるよう、
検査費用の一部を助成し、保護者の経済的負担
の軽減を図るとともに、先天性の聴覚障害を早期
に発見し、音声言語発達の影響を最小限に抑えま
す。

子育て相談課 *新生児聴覚検査実施者数　265人 ○
新生児の聴覚障害の早期発見・早期治療を図るため検
査費用の一部を助成し保護者の経済的負担の軽減を
図っている。引き続き、制度の周知に努めていく。

継続

5 未熟児養育医療の給付

　身体の発育が未熟なままで生まれ、入院して養
育を受ける必要があると医師が認めた満１歳未満
の乳児に対し、その養育に必要な医療の給付を行
います。

子育て相談課 *未熟児養育医療給付申請者数　5人 ○

医療機関の給付により、必要な医療処置の実施や子ども
の健康管理・発育の促進を図っている。引き続き、適切な
医療給付を行い保健師が面接や訪問を行いながら、子ど
もの発育・発達や育児面の相談に応じていく。

継続

6 児童手当の支給
　子育て家庭への経済的負担の軽減を図るため、
義務教育就学修了（０歳～15歳）までの児童を対
象に手当を支給します。

子育て相談課

*3歳未満被用者：延児童数 8,526人
・支出額 127,890,,000円
*3歳未満非被用者：延児童数 1,732人
・支出額　25,980,000円
*3歳以上小学校修了前被用者：延児童数 34,912人
・支出額　371,135,000円
*3歳以上小学校修了前非被用者：延児童数　6,506
人
・支出額 71,040,000円
*中学生：延児童数　14,705人、
・支出額　147,050,000円
*特例給付：延児童数　5,760人、
・支出額　28,800,000円

○

子育て家庭への経済的負担の軽減を図るため、市民課と
連携し、出生・転入時に制度の周知に努め、申請漏れの
ないように努めている。引き続き、制度の周知に努めてい
く。

継続

４．医療体
制の確保・
充実

５．子育て
の経済的
負担の軽
減
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7 乳幼児医療費助成
　子育て家庭への経済的負担の軽減を図るため、
就学前の乳幼児を対象とした医療費助成を行いま
す。

子育て相談課
*乳幼児医療費助成延対象児童数　2,608人、延助
成件数　39,037件、助成額　68,664,647円

○
子育て家庭への経済的負担の軽減を図るため、市民課と
連携し出生・転入時に制度の周知に努め、申請漏れのな
いように努めている。引き続き制度の周知に努めていく。

継続

8 義務教育就学児医療費助成
　子育て家庭への経済的負担の軽減を図るため、
小学生及び中学生を対象とした医療費助成を行
います。

子育て相談課
*義務教育就学児医療費助成延対象児童数　4,178
人、延助成件数　42,968件、助成額　86,832,138円

○
子育て家庭への経済的負担の軽減を図るため、市民課と
連携し出生・転入時に制度の周知に努め、申請漏れのな
いように努めている。引き続き制度の周知に努めていく。

継続

9
就学前の教育・保育施設利用料等
の負担軽減

　幼児教育・保育の無償化の実施にあたり、利用
者が実費負担することとなる費用について、施設
類型に応じた負担軽減を図ります。また、多子世
帯及び一定の所得以下の世帯に対しては、副食
費の補足給付を行います。

保育を提供する施設（認可保育園、認定こども園
（保育認定）等）・・・主食費を免除
教育を提供する施設（幼稚園、認定こども園（教育
認定）等）・・・東京都の保護者負担軽減補助に市
独自で上乗せ

子育て支援課

【園に対する主食費補助】
*対象施設：17施設
 （認可保育園12園、認定こども園3園、認証保育所2
園）
・補助額：11,620,350円

【実費徴収に係る補足給付事業費補助金】
*対象数：　42人
・補助額：762,835円

○ 今後も制度の充実に努めていく。 継続

10 入学資金融資制度

　高等学校等に入学する児童等の保護者を対象と
して、入学の際に要する資金の調達が困難な場合
に、入学資金等の融資を市内の金融機関にあっ
せんし、その融資に対する利子等を全額補助しま
す。

生涯学習総務課
*申込件数　　　　11件
*融資決定件数　  4件
*利子補給　　　　40件

○

「はむらの教育」及び市公式サイトやメール配信サービス
により、制度の周知を図った。
また、中学校3年生の保護者向けパンフレットを学校の進
路相談や三者面談時に担任を通じて保護者へ直接配布
した。
今後も制度の周知徹底に努めていく。

継続

11 小中学生の就学援助

　保護者の経済的負担の軽減を図るため、経済的
な理由で教育費の支出が困難な保護者に対し、所
得に応じて学用品費、給食費や校外活動費など就
学に必要な経費を交付します。

学校教育課 *小中学生の就学援助額　51,228,222円 ○
学校教育法の規定に基づき経済的な理由で教育費の支
出が困難な保護者に対する支援を引き続き行っていく。

継続

12
学校行事等保護者負担軽減補助
金等

保護者の経済的負担の軽減を図るため、移動教
室、修学旅行や部活動等の学校行事に要する経
費や教材費の一部を補助します。

学校教育課
*学校行事等保護者負担軽減補助金支給額
26,350,402円

○ 今後も制度の周知徹底に努めていく。 継続

５．子育て
の経済的
負担の軽
減
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